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美術科 事例４
キーワード 「主体的に学習に取り組む態度」の評価

題材名
視点を感じて
～写そう 私の〇〇な情景～

内容のまとまり
第２学年「感じ取ったことや考えたことなどを基にした表現」
（「Ａ表現」(1)ア(ｱ)，〔共通事項〕(1)アイ）及び「作品や美術文化など
の鑑賞」（「Ｂ鑑賞」(1)ア(ｱ)），〔共通事項〕(1)アイ）
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４ 観点別学習状況の評価の進め方
（１）本題材における指導と評価の流れ
ア「知識・技能」
(ｱ)「造形的な視点を豊かにするための知識」
この観点は，写真表現のよさや特性に気付かせるための「知識」として，主題と形や色彩，光，空間
や遠近感，アングルなどの効果や，被写体の印象や全体のイメージで捉えることの理解について評価
するものである。
知 （第一次，第二次，授業外）
第一次前半では，写真作品を鑑賞し，形や色彩，光，空間や遠近感，アングルなどの効果につい
て理解し，作品の主題について，それらの効果や，被写体の印象や特徴などを基に，全体のイメージ
で捉えることなどを大切にする。ここでは形や色彩，光などの造形の要素に着目してそれらの働きを
捉えたり，全体に着目して造形的な特徴などからイメージを捉えたりするなどの造形的な視点を豊か
にすることが重要である。ここでの評価は，授業の中で，生徒の学習の実現状況を見取り，生徒の学
習の改善や，教師の指導の改善につなげるために用いる。そして，第一次後半及び第二次の表現及
び鑑賞の学習活動のそれぞれの場面において，造形の要素の働きについて意識を向けて考えたり，
大きな視点に立って対象のイメージを捉えたりできるようにし，表現及び鑑賞の学習を深めることがで
きるようにすることに重点を置く。
本題材では，観点別学習状況の評価の総括に用いる評価としては，評価規準である「形や色彩，
光，空間や遠近感，アングルなどの効果や，被写体の印象や特徴などを基に，全体のイメージで捉
えることを理解してい。」ことについて実感的な理解をしていれば，そのことは作品や鑑賞のワーク
シート等に表れてくると考え，授業外において知識の実現状況を評価することとした。

(ｲ)「技能に関する資質・能力」
本題材では，カメラのオート機能による撮影に限定することから,技能の指導及び評価を位置付けて
いない。

イ「思考・判断・表現」
ここでの「思考・判断・表現」の評価は，写真表現において，主題を表現するために，形や色彩，光，
空間や遠近感，アングルなどの効果をどのように生かすかという中心となる考えを，発想や構想と，鑑
賞との双方から指導をし，その実現状況を評価することが重要である。

(ｱ)「発想や構想に関する資質・能力」
この観点は，生徒が身近な風景や場面などを深く見つめ感じ取ったことや考えたことなどを基に，見
る角度や距離，視点を変えるなどして主題を生み出し，撮影しながら，効果的に表現するための構図
などを考え，創造的な構成を工夫し，心豊かに表現する構想を練る資質・能力を評価するものである。
発想や構想は，撮影を重ねることで主題にあったものに深まることが多い。また，撮影中に全員の作
品を評価することは困難である。そのため撮影中は，撮影した作品の変化を中心に見取り指導に生
かし，最終的には完成作品から評価し，生徒の発想や構想に関する資質・能力の高まりを読み取るこ
とが大切である。

発 （第一次，授業外）
第一次の後半では，生徒が身近な風景や場面などを深く見つめ感じ取ったことや考えたことから
主題を生み出すことが重要である。そのため，第１時間目の後半から第２時間目には主題が生み出
せていない生徒を把握することに重点を置き，主題を生み出せるように指導をする。ここで主題を生
み出すことは，本学習を進めるうえで基盤となるものであり，発想や構想を高めるための重要な部分
であるので，一人一人の生徒が主題を生み出すことができるように，丁寧に見取り指導をしていくこと
が大切である。その際，「知識」と関連付け，造形的な視点を豊かにもちながら，主題を生み出せるよ
う留意する。ワークシートなどの記述を利用し，生徒が考えを可視化したものを評価資料とすることが
考えられる。また，お互いの写真作品を比べ，主題が感じられるかどうか，学び合う活動を取り入れた
り，再度撮影する機会を設定したりすることで発想の幅を広げる。第一次後半では，繰り返し撮影を行
うため，教師は，その作品の一枚一枚を確認することは困難である。そのため，授業中の評価は記録
を残すのではなく，主題や構図が決まらない生徒への助言を中心に行う。記録に残す評価は，第一
次後に提出された作品とワークシートの記述を基に授業外に行っている。

(ｲ)「鑑賞に関する資質・能力」
この観点は，造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などにつ
いて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方を深めるなどの資質・能力を評価するものである。
本事例では，第一次にも鑑賞的な活動が位置付けられているが，ここでのねらいは，発想や構想に
関する学習を深めるための活動であるため鑑は位置付けていない。第二次の鑑賞の活動は，作品か
ら造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や表現の意図と創造的な工夫などについて考えるな
どして，見方や感じ方を深めることをねらいとしていることから，鑑の評価の対象として位置付けている。



鑑 （第二次，授業外）
ここでは，生徒作品を相互に鑑賞し，造形的なよさや美しさを感じ取り，作者の心情や意図と創造的
な工夫などについて考えるなどして，美意識を高め，見方や感じ方を深めているかどうかを見取る。こ
こでの評価は，生徒のワークシートの記述や発言の内容から行うことになる。しかし，授業中に鑑賞の
指導をしながら全ての生徒を評価することは困難であることから，授業中は，ワークシートの記述や発
言の内容等から，鑑賞が深まっていない視点等について，個々の生徒や学級全体に助言をすること
に重点を置く。加えて，生徒の発言の内容に，「十分満足できる」状況(Ａ)に該当するものがある場合
には，その評価を記録しておく。観点別学習状況の評価の総括に用いるための評価は，授業終了後
にワークシートの記述を基に評価をすることが基本になる。その際，ワークシートの記述からの評価で
は「おおむね満足できる」状況(Ｂ)であるが，授業中の発言の内容は「十分満足できる」状況(Ａ)と判断
される場合に，「十分満足できる」状況(Ａ)と評価することなどが考えられる。

ウ「主体的に学習に取り組む態度」
この観点は，生徒が「知識」，「思考力，判断力，表現力等」を身に付けようとしたり，発揮しようとした
りすることへ向かう主体的な学習に対する態度を評価するものである。
本事例に該当する第２学年及び第３学年では，「評価の観点及びその趣旨」において「美術の創造
活動の喜びを味わい主体的に表現及び鑑賞の学習活動に取り組もうとしている。」としており，その趣
旨に応じて生徒の実現状況を見取ることが求められる。ここでの「主体的」とは，第１学年の「楽しく」か
ら更に質を高め，自らの目指す夢や目標の実現に向かって課題を克服しながら創意工夫して実現し
ようと積極的に取り組み，創造的な活動を目指して挑戦していく姿勢である。そのため第２学年の「主
体的に学習に取り組む態度」の評価では，生徒一人一人が表現への願いや創造に対する自分の夢
や目標をもてるように励ましたりよさをほめたり示唆したりすることで，創造的な表現や鑑賞に主体的
に取り組むことができるように留意することが大切である。特に写真による表現活動では，主題を生み
出す過程や発想を広げる過程において，見る角度を変えたり，距離や構図を工夫したり，多様な視
点で撮影を繰り返したりするような能動的な姿が授業の中で現れることがある。このような試行錯誤を
繰り返し粘り強く取り組んだり，よりよい表現を目指して構想を工夫，改善したりしていく様子などを捉
えながら指導と評価を行うことが大切である。
以下に示す写真やワークシートの記述例に見られる改善は，「発想や構想に関する資質・能力」の
改善とも読み取れるが，「主体的に学習に取り組む態度」は，育成する資質・能力を身に付けようとし
たり，発揮しようとしたりすることへ向かう態度である。そのため，同じワークシートの写真や記述であっ
ても，繰り返し撮影をして発想や構想を改善しようとしている痕跡は「主体的に学習に取り組む態度」
として評価し，改善された発想や構想の質そのものは，「発想や構想に関する資質・能力」として評価
することになる。
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